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【諸言】 

ガラスにおける物性は、組成に物性が線形に比例する、いわゆる「加成則」が成立されるとされ

ている。しかし、厳密にいえば、ガラスの構造が非連続的に変化する場合は、加成則は成り立た

ず物性や構造はガラス組成に不連続に変化すると考えるのが自然であろう。 

本研究では、SrO-B2O3ガラスにおける構造と、ドープした Ce3+中心の蛍光、および X 線励起発

光特性との相関を調査した。SrO-B2O3 ガラスは、比較的広い組成範囲で作製可能な低融点ガラス

であり、我々はこれまでに Ce3+を含有した 25SrO-75B2O3ガラスの発光特性の温度依存性を報告し

ている[1]。本研究では、組成の異なる SrO-B2O3 ガラスに対して、多様な構造を可能な限り数値化

し、種々の発光特性との相関を議論した。 

 

【実験】 

Ce(OCOCH3)3H2O、SrCO3、B2O3を出発原料として選択

し、雰囲気制御炉を用いて Ar 雰囲気中、Pt 坩堝を用いて

1100C での溶融法によりガラスを作製した。得られたガ

ラスに対して、光吸収、蛍光、蛍光発光寿命、蛍光量子収

率等を測定した。一方で、X 線を照射することによって、

シンチレーション特性、遅延発光特性等を評価した。更に、

Ce および Sr 近傍の局所構造に関して、XAFS 測定をおこ

なった。 

 

【結果】 

溶融法で作製したCeドープSrO-B2O3ガラスは組成に対

してほぼ線形に変形する構造・物性パラメータと、非線形

に変化するパラメータがあることを確認した。一方、蛍光

量子収率、X 線シンチレーション強度、熱ルミネッセンス

強度とも、B2O3 量が多い試料が最も高い値を示した。図 1

で確認されるブリルアンシフト、C11、図 2 で確認される

内部量子収率のように、非線形に変化するパラメータ間の

相関を主成分分析によって議論する。詳細は、当日報告す

る。 
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Fig. 1 Brillouin shifts and c11 values of 
the Ce:SBOx glasses as a function 
of the molar volume. 
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Fig. 2 Decay constant τ1/e and internal 
quantum efficiency of the Ce:SBOx 
glasses as a function of (Molar 
volume)1/3. 
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